
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 井上 春緒 

論文題目 
ヒンドゥスターニー音楽の成立 

—ペルシャ語音楽書からみる北インド音楽文化の変容— 

（論文内容の要旨） 

 

 本博士学位申請論文は、北インドの古典音楽として知られるヒンドゥスターニー音

楽について、それが西アジアの音楽文化の強い影響を受け、イスラーム時代以降に発

展したという従来の見解を承け、その具体的な文化融合の有り様を種々の音楽文献、

特に前近代のインド、イランで著されたペルシャ語音楽文献に見えるリズム理論を手

がかりに解明しようとするものである。 

 第一に序章において、先行研究のまとめと問題点の指摘、本論文の目的とそれを実

現するための手法、用いる材料について予め説明がなされている。 

 第一章「インド音楽の理論」では、本論の主たる題材であるインド音楽の基本的用

語、音楽様式などが説明され、とりわけヒンドゥスターニー音楽をささえるメロ

ディーとリズム、すなわちラーガとターラについてその概略が述べられる。あわせ

て、本論文が、ラーガ研究に比して従来ほとんど顧慮されてこなかった、リズム理論

たるターラに焦点をあてることで、より十全なヒンドゥスターニー音楽理解を目指す

ことができるという点が、先行研究の蓄積の偏向性や音楽理解の方法との関連で強調

される。 

 第二章「ペルシャ音楽の理論」は、イスラーム時代インドに影響を与えたとされ

る、ペルシャの音楽文化について、10〜16世紀頃に著されたアラビア語およびペル

シャ語音楽書に見えるイーカーゥと呼ばれるリズムの理論を検討し、音の持続する長

さを、点としての拍と拍の間の距離として把握するという、イスラーム期西アジアに

見られる音楽論、リズム論の論理的科学的特徴を抽出している。 

 第三章「前近代ペルシャ語音楽書におけるリズム理論」では、分析の材料とするペ

ルシャ語音楽書の文献としての性格と、資料としての意義を明らかにし、15〜16世紀

にイランで著された音楽書2点、14〜18世紀にインドで著された音楽書4点を題材とし

て、個々の文献においてそれぞれリズム理論の解説がどのようになされているのか

を、詳細かつ丹念に紹介し、比較の材料を提示する。 

 第四章「ターラとイーカーゥの比較と関係についての考察」では、前章を承けて、

ターラとイーカーゥの具体的な内実、構造、時代による変化を詳細に比較し、両者の

相違点の検証、インド的リズム理論がペルシャ的リズム理論の用語を用いて表現され

るようになった時期の特定等、二つの音楽文化の具体的融合過程の描写を行ってい

る。  

 



 

 

 第五章「ヒンドゥスターニー音楽の演奏からみるインドとペルシャのリズム理論」

では、前章までで検証した、インド的リズムとペルシャ的リズムが、現代におけるヒ

ンドゥスターニー音楽の演奏に実際に聴取できるのかという点を、典型的ヒンドゥス

ターニー音楽の演奏楽器であるタブラ−（太鼓）のソロ演奏および、サントゥールとの

合奏の中にさぐり、それらが確かに現代の音楽にも痕跡をとどめていることを例示す

る。 

 「結論」においては、ペルシャ語音楽書から見る限り、インドの音楽とペルシャの

音楽のリズム要素の融合は、実際には18世紀になって初めて顕著な形であらわれると

いう、従来の見解を刷新するような事実が提示される。一方、13-14世紀とされるイン

ドへのペルシャ音楽の紹介時期から18世紀にいたる間、それでは北インドの音楽文化

はどのようなものであったのか、という新たな疑問については、周辺状況から、両方

の音楽が独立して併存していたか、あるいは音楽実践から文献記述への昇華に一定程

度の時間がかかったためか、どちらかであったであろうとし、さらなる研究の必要性

を指摘しつつ、本論の課題であったヒンドゥスターニー音楽の成立過程の具体的検証

を終えている。 

 

 

 


